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《２・３月の行事予定》
【２月】※１の付く日は「語先後礼あいさつ運動」
1日(火) 全校朝会
〃 第２回中部地区推進会議
4日(金) さとうきび刈り，新入学児童体験入学・保護者説明会
12日(土) 土曜授業,製糖体験（川口建設）
〃 アンサンブルコンテスト九州大会（熊本市）

17日(木) 中学校入学説明会（天城中：6年生）
〃 ＰＴＡ総務委員会

20日(日) 思いやりクリーン作戦
24日(木) 特別支援学級終わりの式，特別支援学級ＰＴＡ
〃 第３回ＰＴＡ代議員会

25日(金) 芸術鑑賞会（５・６年：徳之島町文化会館）【中止】

【３月】
3日(木) 授業参観,学校保健委員会，学級ＰＴＡ
4日(金) お別れ遠足・6年生を送る会
5日(土) 金管バンド定期演奏会，黒糖販売
17日(木) 卒業式予行
20日(日) 思いやりクリーン作戦
22日(火) 卒業式会場作り
24日(木) １２０回卒業式
25日(金) 修了式
28日(月) 離任式(予定)

※新型コロナウイルス感染状況等により，行事の変更がある時
はすぐにお知らせいたします。

《２月の生活目標》「整理整頓をしっかりしよう」

《２月の保健目標》『心も体も健康に過ごそう」
※生活のリズム（早寝・早起き・朝ごはん）を整えるよう
各家庭の協力をお願いします。

携帯スマホ安全教室（５年生）
１月２７日（木）５年教室で携

帯スマホ安全教室をオンラインで
実施しました。コミュ二ケーショ
ンアプリとオンラインゲームにつ
いて，動画を見て，どう対応すれ
ば良いかを，グループで意見交換
しました。携帯電話やスマホなど
は便利な反面，使い方を間違える
と他者を傷つけてしまうことがあるので，その取扱いには十分注
意することが大切であるということも学びました。
保護者の皆様に天城町校外生活指導連絡協議会が作成したイン

ターネットを正しく利用するための【７つの約束】を２学期に配
布しています。「家庭内ルールを決める」，「夜９時以降使用し
ない」など書いてありますので，再度御確認ください。また，子
どもの携帯やスマホは必ずフィルタリングを設定してください。

金管バンド定期演奏会のお知らせ
天城小金管バンド第31回定期演奏会
を下記の日程で開催いたします。
１ 期日：令和４年３月５日（土）
２ 時間：１７：００～（開場）

１７：３０～（開演）
３ 場所：天城町防災センター
※ 新型コロナウイルス感染状況に
よっては変更があるかもしれませ
ん。御理解ください。

※ 当日は，５年生の黒糖販売も予
定しています。

消防出初め式に参加
１月４日（火）天城町消防出初め式が行われ，金管バンドがパ

レードに参加しました。当日は天候に恵まれ，南西糖業前から平
土野港までの約２㌔の道のりを「ＷＡになって踊ろう」，「聖者
の行進」，「町民の歌」などの曲を演奏しながら行進しました。
沿道につめかけた町民の皆様方からの温かい拍手や声援をいただ
き，子どもたちは満面の笑みを浮かべていました。

「出初め式」６年：豊 愛琉
「いよいよ出発！」
１月４日，平土野で出初め式がありました。私たち金管バン

ドは天城町の皆さんに喜んでもらうために，一生けんめいがん
ばりました。何回も「ＷＡになって踊ろう」，「聖者の行
進」，「町民の歌」を演奏したり，歌ったりしました。歩きな
がら演奏するのは，難しかったです。
私たちの後ろに，消防車や消防隊員の方たちがいたので，心

強かったです。消防団の出初め式をかざる役目を果たすことが
できて，うれしかったです。
また，天城町の皆さんが喜ぶことができればいいなあと思い

ます。

おぼらだれん
毎年２月に５年生が学校農園のきび刈りをしています。今年

は２月４日（金）にきび刈りを実施予定です。きび刈りの前に
平土野区長の安田さんが，キビ鎌２０本を丁寧に研いでくださ い
ました。安田さんの御厚意により，きび刈りを速やかに終え ること
ができそうです。きび刈りの様子や製糖体験については，３月号で
お知らせいたします。

我が国における学校給食は，明治22年に始まって以来，各地
に広がっていきましたが，戦争の影響などによって中断されま
した。戦後，食糧難による児童の栄養状態の悪化を背景に学校
給食の再開を求める国民の声が高まるようになり昭和21年6月
に米国のLARA（Licensed Agencies for Relief in Asia：アジ
ア救済公認団体）から，給食用物資の寄贈を受けて，昭和22年
1月から学校給食が再開されました。同年12月24日に，東京都
内の小学校でLARAからの給食用物資の贈呈式が行われ，それ以
来，この日を学校給食感謝の日と定めました。昭和25年度か
ら，学校給食による教育効果を促進する観点から冬季休業と重
ならない1月24日から1月30日までの1週間を「学校給食週間」
としました。子どもたちの食生活を取り巻く環境が大きく変化
し偏った栄養摂取，肥満傾向など，健康状態について懸念され
る点が多く見られる今日，学校給食は子どもたちが食に関する
正しい知識と望ましい食習慣を身に付けるために重要な役割を
果たしています。 「文部科学省のホームページより」

話は，がらっと変わりますが，アフリカ・ケニアの農家で生まれた女
性ワンガリー・マータイさん。祖国の貧困や環境破壊に心を痛め1977
年より「グリーンベルト運動」という植林活動を開始。2002年には国会
議員に初当選し，2003年には環境副大臣に任命されました。2004年
環境や人権に対する長年の貢献が評価され，環境分野で初めて，ア
フリカの女性としても初めてノーベル平和賞を受賞しました。
2005年に初来日した際に「もったいない」という日本語に出会い感

銘を受け，この美しい日本語を環境を守る世界共通語，「ＭＯＴＴＡＩ

ＮＡＩ」として広めることを提唱しました。この「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」 にはリ

スペクト（尊敬）の念も込められているそうです。

昔から日本の食卓では，「農家の方々が一
生懸命作ったんだから，お米一粒でも残して
はいけないよ」と食に対する感謝の気持ちを教
えられたものです。お米に限らず，あらゆる物
に対して「感謝」と「尊敬」の念を抱くことはとて
も重要なことです。

本校では，「学校給食週間（24日～28日）」の期間中に食に対する
感謝の気持ちや食事の大切さについて考えました。食べ物だけでな
く全ての物に対して「もったいない」という尊敬の念をさらに高めてい
くよい機会になればと思います。

給食週間を振り返って
校長 折田 卓己




